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　2012年に初版が発刊されて以
来，約10年の歳月を経て，待望
の第2版が発刊されることになっ
た．この間，著者らは数多くの
人 に々本書に紹介されているイン
ソールを作製し，その効果を実感
するとともに，多くの論文からエビ
デンスを注入し，改良を加えなが
ら経験を重ねてきている．これら
の集大成が本書にまとめられてお
り，インソールをスポーツ選手や患
者様に提供する機会のある医師，
セラピスト，義肢装具士にとって必
読の書となっている．
　本書では，インソール作製ならび
にインソール作製のための評価に
は解剖学，運動学の基礎のなか
でも，特に足部の異常から波及
する運動連鎖を静的，動的の両
面から理解することが非常に重
要であると論述している．殊に，
距骨下関節の過度の回内が足
部のみならず，膝・股関節，骨盤，
脊柱など全身のアライメントに影
響することを強調している．

　インソールの緩衝作用・負荷の
分散効果とバランス・姿勢制御の
向上効果，さらには各種運動器疾
患に対するインソールの効果につ
いて，詳細な文献レビューがされ
ており，著者らのエビデンスに対
する意識の高さがうかがえる．
　インソール作製のための評価は，
情報収集から始まり，7つの項目
に細分化され，インソール独自の
用語も登場するが，それぞれ丁
寧に評価の実際について，多く
の図あるいは評価表とともに記述
されており，理解しやすい．
　本書の中心的な内容の1つで
ある熱可塑性インソールの成型方
法においては，ウィンドラス式に対
する著者らの方法（メディゲイト
式）の優位性をまず論拠したの
ち，扁平足に対する熱可塑性イン
ソールの効果について，歩行時足
底圧に着目しデータ紹介している．
さらに，成型時の座位と立位の肢
位比較では，足底圧分布や歩行
時の足圧中心軌跡のデータ分析

から，座位成型法の優位性を示し
ており，エビデンス構築にも積極
的な姿勢がうかがえる．
　熱可塑性インソールの作製方法
は，多くのページにわたって，作製
時の写真を供覧しながら丁寧に
説明されている．これほどの作製
方法の説明をしていることから，イ
ンソールは業者に作製依頼をする
だけでなく，競技選手や種々の疾
患を有する患者様の状態をよく理
解しているセラピスト自身もインソー
ルを作製すべきではないかという
ことを発信しているように感じる．
さらに，インソールをセラピスト自身
が作製できるようになれば，利用
者サービスの面からだけでなく，セ
ラピストの職域拡大にも寄与でき
るという著者らの熱い思いが伝
わってくる．
　インソール作製の必読書として
本書を推薦し，今後のインソール
領域の発展を期待したい．
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